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１月９日、市民体育館と栗東運動公園で平成23年栗東市消防出
で

初
ぞ め

式を開催しました。栗東
市消防団と市内の自衛消防隊・自主防災組織（79隊）が参加。体育館での式典では、優秀
な消防団員、自衛消防隊などへの表彰や自衛・女性消防隊長による「防災の誓い」などを
行いました。式典の後、栗東運動公園で訓練を実施。火災の予防を願い、栗東市消防団、
市内の自衛消防隊が一斉に放水しました。
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地域の人との地域の人との
つながりを大切につながりを大切に

　

栗
東
な
か
よ
し
作
業
所
は
下
鈎
の
住

宅
街
の
中
に
、
第
二
栗
東
な
か
よ
し
作

業
所
は
葉
山
東
小
学
校
に
近
接
し
た
場

所
に
あ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
、
餅
つ
き
、
コ
ン
サ
ー

ト
、
古
布
市
な
ど
の
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
９
月
に
第
二
栗
東
な
か

よ
し
作
業
所
で
開
催
す
る
「
な
か
よ
し

ま
つ
り
」
は
、
バ
ザ
ー
や
模
擬
店
な
ど

が
あ
り
来
場
者
数
が
４
０
０
人
を
超
え

る
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
他
に
も
交
流
会
や
公
園
清
掃
な
ど

を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
触
れ

合
い
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

通
所
者
は
若
い
人
が
多
く
、
明
る
く

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
雰
囲
気
で
す
。

ま
た
週
３
回
の
陶

芸
活
動
で
は
、
一

人
ひ
と
り
の
個
性

や
感
性
が
発
揮
さ

れ
、
良
い
作
品
が

た
く
さ
ん
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

な
か
よ
し
作
業

所
で
は
軽
作
業
の
下
請
け
な
ど
の
他
、

国
産
の
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
手
作
り
味

噌
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
第

二
栗
東
な
か
よ
し
作
業
所
で
は
、
無
添

加
の
パ
ン
、
ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
の
他
、

腕
カ
バ
ー
や
刺
し
子
の
小
物
な
ど
の
縫

製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
な
ど
は
第
二
栗
東
な
か
よ
し
作

業
内
「
ポ
モ
ナ
」
の
他
、
市
内
外
の
い

く
つ
か
の
お
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
は
、
通
常
商
品
以

外
に
も
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た

商
品
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、
各
種
団

体
や
個
人
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
作
る

こ
と
も
で
き
る
た
め
、
多
く
の
人
に
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
パ
ン
も
好
評
で
、
最

近
で
は
新
商
品
の
「
栗
東
米
の
米
粉
を

使
っ
た
メ
ロ
ン
パ
ン
」
が
お
す
す
め
で

す
。

　障がい者福祉の基本となる「障害者自立支援法」の理念は、「障がいのある人が地域で安心して暮らせる社　障がい者福祉の基本となる「障害者自立支援法」の理念は、「障がいのある人が地域で安心して暮らせる社
会の実現」。地域でともに暮らすための制度やサービスが整えられています。会の実現」。地域でともに暮らすための制度やサービスが整えられています。
　市内には、障がいのある人が就労を目指して訓練を行ったり、日中さまざまな活動に取り組んだりするた　市内には、障がいのある人が就労を目指して訓練を行ったり、日中さまざまな活動に取り組んだりするた
めの事業所が４つあり、地域の人とのつながりを大切にしながら活動されています。めの事業所が４つあり、地域の人とのつながりを大切にしながら活動されています。

　

し
が
な
ん

れ
ん
作
業
所

は
、
滋
賀
県

下
の
難
病
患

者
・
家
族
で

構
成
し
て
い

る
特
定
非
営

利
活
動
法
人

滋
賀
県
難
病
連
絡
協
議
会
が
主
体
と
な

り
、
目
川
の
住
宅
を
利
用
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

原
因
や
治
療
方
法
が
解
明
さ
れ
て
い

な
い
難
病
は
５
千
〜
７
千
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
健
康
だ
っ
た
人
が
あ

る
日
突
然
発
病
し
、
病
気
を
受
け
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
周
囲
か
ら
の
偏
見

を
受
け
た
り
し
て
、
引
き
こ
も
り
状
態

に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
治
療
費
の
公
的
助
成
が
受
け

ら
れ
る
難
病
は
ご
く
一
部
の
た
め
、
経

済
的
負
担
も
重
く
な
り
が
ち
で
す
。
さ

ら
に
は
、
病
気
の
症
状
に
よ
る
体
調
の

変
化
だ
け
で
な
く
、
薬
の
副
作
用
な
ど

に
よ
り
日
常
生
活
上
の
制
約
も
多
く
な

り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
も

病
気
を
受
け
入
れ
、
難
病
を
抱
え
な
が

栗
東
な
か
よ
し
作
業
所

（
栗
東
市
下
鈎
７
８
４
番
地
）

第
二
栗
東
な
か
よ
し
作
業
所

（
栗
東
市
小
野
４
４
５
番
地
）

社
会
福
祉
法
人
な
か
よ
し
福
祉
会

し
が
な
ん
れ
ん
作
業
所

（
栗
東
市
目
川
１
０
７
０
番
地　

シ
ャ
ト
ル
ハ
ル
タ
１
０
４
号
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
…
第
二
栗
東
な
か
よ
し
作
業
所

☎
554-

５
６
０
１　
　

554-

５
６
５
５

FAX

問合せ問合せ……家庭・障がい福祉課 ☎ 551-0113  家庭・障がい福祉課 ☎ 551-0113  FAX   553-3678553-3678

▲第二栗東なかよし作業所の縫製品

▲無添加のパン

▲「クラブ活動」での絵
手紙作り
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特集：地域の人とのつながりを大切に

　

２
つ
の
事
業
所
は
、
晴
れ
た
日
に
は

琵
琶
湖
や
比
叡
山
を
望
む
眺
望
抜
群
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
四
季
折
々
の

木
々
の
移う

つ

ろ
い
を
愛め

で
な
が
ら
の
道
中

で
は
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
う
こ
と

も
…
。
そ
ん
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
観
音

寺
の
地
で
、「
働
き
た
い
！
」
と
い
う

意
欲
に
あ
ふ
れ
た
パ
ワ
フ
ル
な
メ
ン
バ

ー
が
自
立
を
目
標
に
働
い
て
い
ま
す
。

　

企
業
就
労
を
目
指
す
メ
ン
バ
ー
は
、

市
内
の
い
く
つ
か
の
企
業

に
出
向
き
、
施
設
外
就
労

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
の
１
つ
に
、
栗
東
市
環

境
セ
ン
タ
ー
で
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
手
選
別
作
業

が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
か

ら
出
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
選
別
す
る
作
業

は
、
危
険
な
も
の
が
混
ざ

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
大
変
で
す
が
、

毎
日
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
内
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い

ラ
ス
ク
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
お
菓
子
製

造
、
馬
蹄
鉄
の
お
守
り
や
組
み
紐
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
製
作
の
他
、
近
く
の
畑
で
栽

培
し
た
無
農
薬
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
出
荷

や
加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
季
節
に
合

わ
せ
て
味
や
色
合
い
に
趣
向
を
凝
ら
し

た
商
品
は
、
近
く
の
道
の
駅
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
注
文
に
応
じ

て
贈
答
品
な
ど
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

通
学
路
に
面
し
て
い
る
た
め
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た

り
、
草
刈
り
に
一
緒
に
参
加
し
た
り
、

地
域
の
人
々
に
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
毎
日
を

過
ご
せ
る
よ
う
な
事
業
所
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

人
は
明
る
く

て
面
倒
見
が

よ
く
、
新
し

い
人
や
若
い

人
か
ら
も
頼

り
に
さ
れ
、

い
つ
も
和
や

か
な
雰
囲
気

で
す
。

　

現
在
は
、
冷
蔵
庫
の
部
品
組
み
立
て

を
中
心
に
自
動
車
の
ク
ラ
ン
プ
組
み
立

て
、
部
品
の
袋
詰
め
な
ど
の
下
請
け
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冷
蔵
庫
の
部
品

組
み
立
て
は
ラ
イ
ン
を
組
み
、
組
み
立

て
か
ら
箱
詰
め
ま
で
流
れ
作
業
で
効
率

よ
く
行
え
る
よ
う
工
夫
し
、
多
い
時
は

1
日
に
９
０
０
個
仕
上
げ
ま
す
。
通
所

者
の
中
に
は
始
業
時
間
よ
り
も
早
く
来

て
作
業
に
取
り
組
む
熱
心
な
人
も
お
ら

れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
3
代
続
く
お
豆
腐
屋

さ
ん
と
提
携
し
て
豆
腐
の
受
注
・
配
達

を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
所
単
位
で
の

注
文
が
多
い
で
す
が
、
個
人
宅
に
も
配

達
を
し
て
い
ま
す
。
焼
く
だ
け
で
美
味

し
い
三
角
の
油
揚
げ
や
中
身
の
ぎ
っ
し

り
詰
ま
っ
た
ク
リ
ー
ミ
ー
な
絹
揚
げ
、

き
め
の
細
か
い
寄
せ
豆
腐
な
ど
、
長
年

引
き
継
が
れ
て
き
た
味
は
評
判
が
良

く
、
居
酒
屋
さ
ん
か
ら
も
欠
か
さ
ず
注

文
を
い
た
だ
く
ほ
ど
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
の
人
が
一
緒
に

　

く
り
の
み
作
業
所
は
、
Ｊ
Ａ
栗
東
市

の
旧
葉
山
支
店
を
拠
点
に
、
日
ご
ろ
か

ら
自
治
会
の
清
掃
や
季
節
ご
と
の
お
祭

り
に
参
加
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
を
深
め
つ
つ
活
動
し
て
い
ま
す
。
平

均
年
齢
は
40
代
で
比
較
的
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
で
す
が
、
長
年
通
所
し
て
い
る

く
り
の
み
作
業
所

（
栗
東
市
高
野
１
９
０
番
地
４
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
り
の
木
会

多
機
能
型
事
業
所 

パ
ワ
フ
ル

（
栗
東
市
観
音
寺
１
４
１
番
地
）

自
立
就
労
セ
ン
タ
ー 

パ
レ
ッ
ト
・
ミ
ル

（
栗
東
市
観
音
寺
１
３
９
番
地
）

社
会
福
祉
法
人
パ
レ
ッ
ト
・
ミ
ル

問
合
せ
…
く
り
の
み
作
業
所

☎
552-

０
１
０
３　
　

558-

５
１
０
４

FAX

問
合
せ
…
パ
レ
ッ
ト
・
ミ
ル

☎
558-

４
５
０
０　
　

558-

４
５
２
２

FAX

問
合
せ
…
し
が
な
ん
れ
ん
作
業
所

☎
552-

８
１
９
７　
　

552-

８
１
９
７

FAX

ら
も
社
会
参
加
し
た
い
、
何
か
の
役
に

立
ち
た
い
、
と
思
う
人
が
こ
の
作
業
所

に
通
所
し
、
明
る
く
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
の

相
談
や
家
庭
訪
問
な
ど
も
行
い
、
社
会

参
加
の
き
っ
か
け
を
つ
く
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
内
容
は
各
自
の
体
調
に
合
わ
せ

つ
つ
、
印
刷
物
の
折
り
込
み
・
発
送
な

ど
の
下
請
け
や
縫
製
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
週
１
回
「
ク
ラ
ブ
活
動
」
と
し

て
絵
手
紙
、
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の

活
動
や
、
月
１
回
の
外
出
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョン
も
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

病
気
と
向
き
合
う
だ
け
に
な
り
が
ち

な
生
活
の
中
に
、
生
き
が
い
や
楽
し
み

を
見
い
だ
せ
る
よ
う
な
場
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

働
き
な
が
ら
、お
互
い
を
理
解
し
合
い
、

周
囲
の
人
々
に
も
認
め
て
も
ら
え
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

▲部品の組み立て作業

▲組み紐のストラップと馬蹄鉄のお守り

▲プラスチックごみの分別作業
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トピック・ニュース

２
月
１
日 

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

　
　

問
合
せ
…
生
涯
学
習
課

☎
551-

０
１
４
５　
　

552-

５
５
４
４

FAX

　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
栗
東
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
・
勤
労
者
会
館
と
し
て
使
用
し
て
い
た
施
設
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
栗
東
市
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
２

月
１
日
㈫
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
の
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
中
央
公
民
館
か
ら
生

涯
学
習
課
と
少
年
セ
ン
タ
ー
、
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
か

ら
児
童
生
徒
支
援
室
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
治
田
小
学
校

分
室
と
大
宝
西
小
学
校
分
室
に
分
け
て
運
営
し
て
い
た

「
栗
東
市
こ
と
ば
の
教
室
」
が
「
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
」

と
し
て
順
次
移
転
し
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

ま
ず
は
、
中
央
公
民
館
か
ら
移
転
す
る
生
涯
学
習
課

学習支援センターに入る部署、機関

階 部署、機関名 業務
開始日 電話番号など 業務時間（祝日、年

末年始を除く月～金）

１
生涯学習課

２月１日

生涯学習推進係 ☎551-0145
青少年教育係　 ☎551-0496
文化財保護係　 ☎551-0131
文化体育振興係 ☎551-0318
全係共通　　　 FAX 552-5544

８時 30分～
17時 15分

少年センター ☎551-0141　 FAX 552-5544 ９時～ 17時

２ 児童生徒支援室 ３月17日 教育相談専用　 ☎554-6104
子ども成長支援教室 ☎554-6107 ９時～ 16時

３ 幼児ことばの教室 ４月１日 ☎ 553-1201
（４月１日からつながります）

８時 30分～
17時 15分

▲学習支援センター

と
少
年
セ
ン
タ
ー
が
２
月
１
日
㈫
か
ら
業
務
を
開
始
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
中
央
公
民
館
で
受
付
を
し
て
い

た
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
届
な
ど
や
学
校
体
育
施
設
ス

ポ
ー
ツ
開
放
夜
間
利
用
許
可
申
請
な
ど
は
、
お
手
数
で

す
が
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
中
央
公
民
館
は
５
月
末
ま
で
貸
館
業
務
を
行

い
ま
す
。
申
請
手
続
き
は
、
３
月
末
ま
で
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
中
央
公
民
館
で
受
け
付
け
ま
す
。４
月
以
降
は
、

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

栗東バス
ターミナル

栗東
郵便局

至　栗東農協前

栗東バスター
ミナル駐車場

Ｎ

※車でお越しの際は、隣接する栗東バスターミナ
ル駐車場をご利用ください。施設ご利用の人は
無料化処理します

栗東市学習支援センター
〒 520-3015　栗東市安養寺３丁目１番１号
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市
で
は
、
こ
れ
ら
３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
各
対
象

者
に
、
接
種
費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。
接
種
は
法
律

上
の
義
務
で
は
な
く
、
任
意
で
す
。

■
対
象
者
…
本
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
左
表
の
年
齢
の
人

■
実
施
期
間
…
２
月
１
日
㈫
〜
３
月
31
日
㈭
（
平
成
24

年
３
月
31
日
㈯
ま
で
延
長
す
る
予
定
）

■
接
種
方
法
…
事
前
に
日
時
を
予
約
の
上
、
栗
東
市
と

草
津
市
の
委
託
医
療
機
関
で
接
種
。
委
託
医
療
機
関

一
覧
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

■
接
種
時
の
持
ち
物
…

○
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

●
母
子
健
康
手
帳　

●
す
く
す
く
カ
ー
ド　

●
健
康

保
険
被
保
険
者
証
な
ど
（
栗
東
市
民
で
あ
る
こ
と
と

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
）

○
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　

●
健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
（
栗
東
市
民
で
あ
る

こ
と
と
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
）　

●
前
回

の
接
種
済
（
未
済
）
証
明
書
（
２
回
目
以
降
）

　

平
成
23
年
度
か
ら
5
年
間
の
次
の
施
設
の
指
定
管
理

者
を
指
定
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
表
の
施
設
担
当
課
ま

で
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
が
始
ま
り
ま
す

子
宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

問
合
せ
…
健
康
増
進
課

☎
554-

６
１
０
０　
　

554-

６
１
０
１

FAX

指
定
管
理
者
を
指
定

平
成
23
年
度
か
ら
の

施　　設　　名 指定管理者名 施設担当課
栗東芸術文化会館（さきら） ㈱ケイミックス

生涯学習課
☎ 551-0318
    552-5544

体育施設等
（栗東市民体育館ほか８施設） ㈶栗東市文化体育振興事業団

栗東市立自然体験学習センター
（森の未来館）

滋賀南部森林組合
栗東市立農林業技術センター

農林課
☎ 551-0124
    551-0148

栗東市立自然活用総合管理棟
（道の駅こんぜの里りっとう）
こんぜの里バンガロー村
栗東市立森林体験交流センター（森遊館）
栗東農畜産物処理加工施設
（道の駅アグリの郷栗東） 栗東農産物加工㈲

栗東シルバーワークプラザ ㈳栗東市シルバー人材センター
商工労政課
☎ 551-0104
    551-0148

種
類 概要 対象者・年齢等

接種
回数
など

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

子宮頸がんは近年
20 ～ 30 歳代で増
加傾向にあります。
適切な時期にワクチ
ンを接種することに
よって原因となる発
がん性ヒトパピロー
マウイルスの感染が
約６割予防できると
いわれています。

中学 1 年生から高校 1 年
生相当（この学年に該当
する人）の女子（※）

３
回

接
種
間
隔
な
ど
は
医
療
機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ンヒブ（インフルエン
ザ菌ｂ型）と肺炎球
菌は乳幼児期の細菌
性髄膜炎の原因とさ
れる病原細菌で、予
防にはワクチンの接
種が有効といわれて
います。

１
回
目
の
接
種
が

生後２カ月～生後７カ月の
２日前まで

４
回

生後７カ月の１日前～ 1歳
の誕生日の２日前まで

３
回

１歳の誕生日の１日前～５
歳の誕生日の２日前まで

１
回

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

生後２カ月～生後７カ月の
２日前まで

４
回

生後７カ月の１日前～ 1歳
の誕生日の２日前まで

３
回

１歳の誕生日の１日前～２
歳の誕生日の２日前まで

２
回

２歳の誕生日の１日前～５
歳の誕生日の２日前まで

１
回

※ただし、今年度の高校１年生相当（平成６年４月２日～
平成７年４月１日生まれ）の女子については年度末から
の実施で３回の接種を完了するまでに高校２年生相当と
なることから、平成 23年３月 31日までに１回以上接種
した場合に限り、高校２年生相当で接種する残りの回数
に関しても、助成の対象となります。

FAX

FAX

FAX

トピック・ニュース
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平
成
22
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と
平
成
23
年
度
市
県
民
税
の
申
告
相
談
お
よ
び
受
付
が
2
月
16
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期

間
中
、
草
津
税
務
署
の
ほ
か
、
市
の
会
場
で
申
告
相
談
・
受
付
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
2
月
15
日
以
前
で

も
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
給
与
所
得
者
の
確
定
申
告

　

給
与
所
得
者
は
、
所
得
税
が
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
確
定
申
告
が
必

要
な
場
合
や
、
申
告
す
る
と
源
泉
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
平
成
22
年
分
の
給
与
収
入
金
額
が

２
千
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
金

額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
人
な
ど

○
申
告
で
源
泉
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

人①
平
成
22
年
中
に
住
宅
を
取
得
、
入

居
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
融
資
を
受

け
て
い
る
人

②
平
成
22
年
中
に
多
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
た
め
、
医
療
費
控
除
を

受
け
る
人

③
災
害
、
盗
難
に
遭
っ
た
た
め
、
雑

損
控
除
を
受
け
る
人

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し

て
い
な
い
人
な
ど

■
事
業
、
不
動
産
、
譲
渡
、
雑
所
得
な

ど
が
あ
る
人
の
確
定
申
告

　

事
業
（
営
業
等
・
農
業
）、
不
動
産
、

譲
渡
、
年
金
、
雑
所
得
な
ど
の
あ
る
人

で
、
平
成
22
年
中
の
所
得
の
合
計
金
額

が
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
て
い
る

人
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告

○
申
告
が
必
要
な
人

①
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市

に
住
所
を
有
す
る
人
で
平
成
22
年

中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

②
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
所

得
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要
で

す
。

○
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

①
確
定
申
告
を
す
る
人

②
平
成
22
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得

だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ

た
人

市
県
民
税
の
申
告

適
用
前
の
所
得
税
額

②
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
、
課

税
退
職
所
得
金
額
、
課
税
山
林
所

得
金
額
の
合
計
額
×
５
％

○
手
続
き

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
お
い
て
所

得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を

受
け
、こ
の
制
度
に
該
当
す
る
人
は
、

特
に
市
町
村
に
対
す
る
申
告
手
続
き

は
不
要
で
、
自
動
的
に
翌
年
度
の
住

民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

※
税
源
移
譲
に
伴
う
経
過
措
置
と
し
て

の
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
（
平

成
11
年
か
ら
平
成
18
年
の
間
に
居
住

の
用
に
供
し
た
も
の
が
対
象
）
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
度
ま
で
は
市
町

村
へ
の
申
告
が
必
要
で
し
た
が
、
新

制
度
の
創
設
に
伴
い
、
市
町
村
へ
の

申
告
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

※
確
定
申
告
書
や
勤
務
先
か
ら
提
出
さ

れ
る
給
与
支
払
報
告
書
に
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
可
能
額
や
居
住
開
始

年
月
の
記
載
が
な
い
と
、
住
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度

は
、
平
成
19
年
、
20
年
に
入
居
し
た

人
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

所
得
税
な
ど
の
申
告
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か

税
の
申
告
納
税
は
お
早
め
に　

２
月
16
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈫

住
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度

　

平
成
22
年
度
よ
り
、
国
の
住
宅
投
資

活
性
化
、
景
気
浮
揚
対
策
の
一
環
と
し

て
、
新
た
な
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
制
度
が
創
設
さ
れ
、
平
成
21
年
か
ら

平
成
25
年
末
ま
で
に
入
居
し
た
人
に
つ

い
て
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
人

　

所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
の
適
用
を
受

け
た
人
で
、
所
得
税
に
お
い
て
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
場
合

で
、
か
つ
、
平
成
21
年
1
月
1
日
か

ら
平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で
に
入
居

し
た
人

○
控
除
さ
れ
る
額　

　

次
の
①
②
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

少
な
い
ほ
う
の
金
額
（
上
限
額

９
７
５
０
０
円
）

①
所
得
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
可
能
額

－ 
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
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■
草
津
税
務
署
で
の
申
告

期
間
…
２
月
16
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈫

の
月
〜
金
曜
日
、
お
よ
び
２
月
20
日

㈰
、
２
月
27
日
㈰

※
還
付
申
告
は
、
申
告
期
間
前
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
市
の
申
告
相
談
会
場
で
の
申
告

　

市
で
は
、
左
表
の
と
お
り
各
会
場
を

巡
回
し
申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
市
役
所
税
務
課
で
は
相
談
受
付
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
る
人

は
、
草
津
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
曜
日
の
申
告
相
談

　

申
告
期
間
中
、
２
月
20
日
、
２
月
27

日
に
限
り
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

※
日
曜
日
は
大
変
混
雑
し
、
待
ち
時
間

が
長
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

●
印
鑑
（
認
印
）　

●
源
泉
徴
収
票
（
給

与
所
得
や
年
金
所
得
の
あ
る
人
。
コ
ピ

ー
不
可
）　

●
収
支
内
訳
書
や
青
色
申

告
決
算
書
（
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得

が
あ
る
人
）　

●
社
会
保
険
料
控
除
証

明
書
（
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
）　

●

支
払
保
険
料
証
明
書
（
生
命
保
険
料
、

個
人
年
金
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な

ど
）　

●
医
療
費
の
明
細
書
と
領
収
書
、

保
険
な
ど
で
補
填
さ
れ
た
金
額
の
分
か

る
も
の
（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
。

あ
ら
か
じ
め
、
医
療
費
の
合
計
額
を
計

算
し
、
明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。）　

●
家
屋
（
土
地
）
の
登
記
事
項

証
明
書
、
売
買
契
約
書
ま
た
は
工
事
請

負
契
約
書
の
写
し
、
住
民
票
、
借
入
金

の
年
末
残
高
証
明
書
（
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
人
）　

●
還
付
先

の
口
座
が
わ
か
る
も
の
（
所
得
税
が
還

付
に
な
る
人
。
本
人
名
義
に
限
る
）

●税理士による無料相談　譲渡所得のある人は利用できません
開設日 開設時間 開設場所

２月17日㈭ 9時30分～15時30分 栗東市商工会館（JR手原駅前）栗東市手原３丁目 1-25３月４日㈮

問合せ…草津税務署　☎ 562-1315

●消費税・地方消費税の申告と納付
　個人事業者の消費税および地方消費税の申告期限は3月31日㈭まで
です。基準年度（平成 20 年分）の課税売上高が 1,000 万円を超える
事業者および「課税事業者選択届出書」を提出している事業者は、申告、
納付が必要です。
問合せ…草津税務署　☎562-1315

●贈与税の申告
　個人から１年間に 110万円を超える財産をもらったときは、申告
が必要です。申告と納付は 3月15日㈫まで。贈与税の特例を受ける
場合も申告が必要です。
問合せ…草津税務署　☎562-1315

●便利な国税庁ホームページをご利用ください
　（http://www.nta.go.jp）
◎「確定申告書等作成コーナー」で、簡単に申告書が作成できます。
◎確定申告書などの用紙がダウンロードできます。
◎所得税や申告手続きなどについてのＱ＆Ａも充実しています。

問合せ…税務課 市民税係　☎ 551-0106　　551-2010

申
告
会
場

月日 申告会場 受付対象自治会
2/16 ㈬ コミセン

治田西（１階）
小柿（一区・二区・三区）・日の出町・中沢・中沢団地・中沢グローバル

2/17 ㈭ 下鈎（甲・乙・糠田井）・湖南平・北浦団地

2/18 ㈮
中央公民館
（２階）

下戸山・下戸山親交・下戸山グリーンハイツ・
リバティーヒル下戸山・上鈎・上鈎住宅

2/20 ㈰ 栗東市全域
2/21 ㈪ 川辺・川辺住宅・川辺県営住宅・灰塚・平葉・川辺グリーンタウン
2/22 ㈫

コミセン
金勝（２階）

山入・辻越・蔵町・中村・トレセン
2/23 ㈬ 上向・下向・川南・中浮気団地・東坂・観音寺
2/24 ㈭ 美之郷・浅柄野・雨丸・ルモンタウン・片山・走井・成谷・井上

2/25 ㈮ コミセン
治田（２階）

岡・目川・目川住宅・坊袋・旭町・新屋敷・
小柿四区

2/27 ㈰ 中央公民館
（２階）

栗東市全域
2/28 ㈪ 手原・手原団地・大橋・大橋住宅

3/1㈫
コミセン大宝東
（ウイングプラ
ザ３階）

蜂屋・野尻・綣東・綣南・ウイングビュー・
リーデンススクエア・ネバーランド・エスリード栗東

3/2㈬
綣（北出・南出・七里・花園・成和・南橋）・西浦・
円田団地・大宝団地・エスリード栗東第２・グレーシィ
栗東（オーブ・ビステージ・セレージュ・デュオ）・サー
パス栗東駅前・苅原・市川原・笠川

3/3㈭ コミセン
葉山（２階）

辻・小坂・今土・葉山団地
3/4㈮ 宅屋・中・出庭・清水ヶ丘
3/7㈪ コミセン

葉山東（２階）
伊勢落・六地蔵・六地蔵団地

3/8㈫ 林・小野・栗東ニューハイツ・北尾団地
3/9㈬ コミセン

大宝西（１階）
霊仙寺・霊仙寺住宅・海老川・北中小路

3/10 ㈭ 小平井（一区・二区・三区・香鳥）・十里・美里・明日香

3/11 ㈮ コミセン
治田東（１階）

安養寺（団地・一区・東・西・南区・北区・レー
クヒル）・赤坂・日吉ヶ丘

3/14 ㈪ 中央公民館
（２階） 栗東市全域3/15 ㈫

※市役所税務課窓口では、相談受付は行いません。
※指定日に都合が悪い人は、他会場へお越しください。
※市の申告会場では、確定申告書の控えに受付印を押すことはできません。
受付印の押印を希望する人は、税務署へ直接提出してください。

●申告相談日程　受付時間　９時～ 15時

FAX
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本
台
帳
カ
ー
ド
交

付
時
の
本
人
確
認

が
厳
し
く
な
っ
て

お
り
、
官
公
署
発

行
の
顔
写
真
付
身

分
証
明
書
に
加
え

て
保
険
証
な
ど
を

提
示
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
提
示
い
た

だ
い
た
本
人
確
認

書
類
の
コ
ピ
ー
を

市
で
保
管
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
税
の

電
子
申
告
（
ｅ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
な
ど
を
行

う
た
め
に
は
、
電
子
証
明
書
が
必
要
で

す
。
電
子
証
明
書
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
の
や
り
と
り

に
お
い
て
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
の
よ
う
に
、
本
人
を
確
認
す
る
証
明

書
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

受
付
時
間
…
９
時
〜
16
時
30
分
（
土
・

日
・
祝
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を

除
く
）

受
付
場
所
…
総
合
窓
口
課
（
市
役
所
１

階
）

申
請
に
必
要
な
も
の
…
官
公
署
発
行
の

顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

手
数
料
…
５
０
０
円

※
２
月
〜
３
月
は
確
定
申
告
や
引
越
の

シ
ー
ズ
ン
の
た
め
、
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
。
発
行
に
は
１
件
あ
た
り
30
分

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
電
子
証
明
書
が
格
納
で
き
る

カ
ー
ド
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
人
は
、
カ
ー
ド
の
申

請
を
併
せ
て
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
（
カ
ー
ド
代
５
０
０
円
・

紛
失
な
ど
に
よ
る
再
発
行
の
場
合
は

２
千
円
が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
）。

平
成
23
年
１
月
１
日
よ
り
、
住
民
基

問
合
せ
…
総
合
窓
口
課

☎
551-

０
１
１
０　
　

553-

０
２
５
０

FAX

　

旧
㈱
Ｒ
Ｄ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終

処
分
場
問
題
に
つ
い
て
、
周
辺
環
境
へ

の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
今
年
度
も

処
分
場
周
辺
水
質
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
昨
年
11
月
24
日
に
行
っ
た
第

３
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
概
要

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
調
査
は
処
分

場
周
辺
９
カ
所
の
調
査
用
観
測
井
で
、

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
周
辺
水
質
等
調
査
結
果

平
成
22
年
度
旧
㈱
Ｒ
Ｄ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

簡
易
水
質
調
査
お
よ
び
有
害
物
質
な
ど

の
項
目
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

●
処
分
場
周
辺
水
質
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査

　

調
査
地
点
９
カ
所
の
う
ち
、
２
カ
所

の
観
測
井
で
ヒ
素
が
地
下
水
の
環
境
基

準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
４
カ
所
の
観
測
井
で
ホ
ウ
素
が
地
下

水
の
環
境
基
準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
環
境
基
準
値
を
超

え
た
観
測
井
は
、
前
回
（
昨
年
８
月
26

日
）
の
調
査
で
環
境
基
準
値
を
超
え
た

観
測
井
と
同
じ
地
点
で
す
。
総
水
銀
、

鉛
な
ど
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
全
て

環
境
基
準
値
内
で
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化

学
的
酸
素
要
求
量
）
に
つ
い
て
も
全
て

安
定
型
処
分
場
の
周
縁
地
下
水
の
基
準

問
合
せ
…
産
業
廃
棄
物
対
策
室

☎
551-

０
４
６
９　
　

552-

７
０
０
０

FAX

値
内
で
し
た
。
今
回
の
調
査
で
新
た
に

環
境
基
準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
た
有

害
物
は
な
く
、
前
回
実
施
し
た
調
査
に

比
べ
て
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

電
子
申
告
・
申
請
に
必
要
な
「
電
子
証
明
書
」
の
発
行
申
請
受
付
中

▼

電
子
証
明
書
を
格
納
す
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
、

写
真
無
し
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
）

写真付きのカード

写真無しのカード



9 広報りっとう　　　2011. ２. １広報りっとう　　　2011. ２. １

トピック・ニュース

9 9 

な
く
て
は
な
ら
な
い
「
地
域
の
支
え
」

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！　

認
知
症
シ
リ
ー
ズ
⑥

75
歳
、
女
性
。
一
人
暮

ら
し
。
息
子
家
族
は
近

隣
市
在
住
。

　

初
期
の
認
知
症
に
よ

り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
で
、
好
き
な
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
行
け

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
近
所
に
住
む
Ｂ
さ

ん
の
声
掛
け
に
よ
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

参
加
で
き
る
機
会
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

問
合
せ
…
長
寿
福
祉
課

　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
551-

０
２
８
５　
　

551-

０
５
４
８

FAX

　

Ａ
さ
ん
を
誘
っ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。
外
で
見
か

け
た
と
き
に
は
声
を
掛
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
家
族
に
、
民
生
委
員
さ

ん
に
も
相
談
す
る
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
。

Ａさん

　

初
期
の
認
知
症
の
人
は
、
周
囲
の
人

の
少
し
の
支
え
に
よ
っ
て
、
本
来
持
っ

て
い
る
力
を
生
か
し
な
が
ら
生
活
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

Ａ
さ
ん
の
例
で
は
、
家
族
は
買
い
物

や
電
話
連
絡
な
ど
の
支
援
を
し
な
が

ら
、
近
所
に
住
む
Ｂ
さ
ん
や
民
生
委
員

さ
ん
と
も
連
絡
を
と
り
、
見
守
る
こ
と

で
、
Ａ
さ
ん
は
一
人
で
も
住
み
慣
れ
た

環
境
で
穏
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
で
す
。

　

認
知
症
の
人
へ
の
支
援
は
、
直
接
買

い
物
や
家
事
を
手
伝
う
こ
と
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
何
気
な
く
気
に
と
め
た

り
、
声
を
掛
け
た
り
す
る
な
ど
、
周
り

で
温
か
く
見
守
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切

な
の
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
や
、
そ
の
家
族
、
近
く

に
暮
ら
す
人
の
介
護
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に

応
じ
て
適
し
た
機
関
や
サ
ー
ビ
ス
、
制

度
に
つ
な
げ
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。

　

Ａ
さ
ん
に
、「
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
家
族
に
連
絡
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
の
家
族
に
は
、

相
談
窓
口
の
紹
介
も
し
ま
し
た
。 　

Ａ
さ
ん
の
病
状
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
つ
い

て
も
一
緒
に
考
え
て
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
で

生
活
し
て
い
く
た
め
の
相
談
窓

口
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

母
の
と
こ
ろ
に
こ
ま
め
に
行
っ
た
り
、
電

話
を
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
さ
ん
の
勧

め
で
民
生
委
員
さ
ん
に
も
相
談
し
て
、
何
か

変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
連
絡
を
も
ら
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
買
い
物
や
定
期
的
な

病
院
受
診
も
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

相談窓口
地域包括支援センター

Ａさんの友人
Ｂさん

家族

Ａさん

民生委員

主治医

家族や地域の人たちのこんな支えがあって、元気に暮らしています！
※この物語の登場人物はすべて架空であり、実在のものとは一切関係ありません

Ａさんはその後…
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りっとうの景観を語る

※ふるさと風景～わがまち栗東～を百年先の次代へと継承するため、「景観条例」「百年計画」
を制定しました。「すだじい」は、団

どん

栗
ぐり

の一種。団結する栗東市民を意味します。

問合せ…都市計画課 ☎ 551-0116  FAX  552-7000

　
「
目
川
田
楽
発
祥
の
跡
は
こ
の
先
で

す
か
？
」「
ほ
っ
こ
り
庵
は
、
ど
ん
な

店
で
す
か
？
」

　

庭
先
で
作
業
し
て
い
る
と
、
こ
ん
な

こ
と
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
数

年
前
か
ら
東
海
道
を
歩
く
中
高
年
層
の

人
が
増
え
て
い
る
。
健
康
づ
く
り
や
古

い
歴
史
を
訪
ね
そ
の
趣
に
触
れ
る
た
め

に
歩
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
遠
く
の

方
か
ら
こ
の
地
域
を
訪
ね
、
ま
ち
づ
く

り
の
一
端
を
の
ぞ
い
て
も
ら
い
、
雰
囲

気
を
少
し
で
も
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
う
。

　

岡
で
は
、
テ
ー
マ
を
「
ふ
れ
あ
い
憩

い
や
す
ら
ぎ
街
道
」
と
し
て
平
成
18
年

度
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
初
年
度
か
ら
２
年
間
は
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
で
岡
の
将
来
あ
る
べ

き
姿
に
つ
い
て
熱
い
思
い
を
共
に
語
り

合
っ
た
。

　

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
別
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
、
や
っ
と
の
思
い
で
ま
ち
づ
く
り
の

骨
子
を
作
り
上
げ
た
。
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
は
「
東
海
道
を
誇
り
、
楽
し
む
ま

ち
づ
く
り
」「
花
と
緑
に
あ
ふ
れ
た
や

す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り
」「
住
民
み
ん

な
が
ふ
れ
あ
う
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
ふ
る
さ
と
岡
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち

づ
く
り
」の
４
つ
に
決
め
た
。
そ
し
て
、

実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ま

ず
「
で
き
る
こ
と
か
ら
」
を
合
い
言
葉

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
、「
ほ
っ

こ
り
ま
つ
り
」（
今
年
度
で
４
回
目
）

や「
し
っ
と
り
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
」

（
藤
と
ア
ジ
サ
イ
の
園
）、「
岡
の
す
ば

ら
し
さ
を
発
信
」（
ま
ち
づ
く
り
通
信
）

で
あ
る
。
自
然
や
歴
史
な
ど
岡
の
良
さ

を
活
か
し
な
が
ら
、
地
区
住
民
が
暮
ら

し
や
す
い
生
活
環
境
を
整
え
て
い
く
た

め
に
、
住
民
に
も
呼
び
か
け
て
参
加
協

力
し
て
も
ら
い
、
手
作
り
の
ま
ち
づ
く

第 22 回寄稿

塩屋 勝志 氏
岡まちづくり委員会 委員長

り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。　

　

今
後
は
、
今
日
ま
で
の
活
動
を
継
続

し
、「
ふ
る
さ
と
を
守
り
磨
く
ま
ち
づ

く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
の
街
並
み
や
風
景
、
環
境
を
将
来

に
わ
た
っ
て
遺
す
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
し
、
東
海
道
や
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
の
街
並
み
の
ル
ー
ル
を
策
定
す
る

計
画
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
区

住
民
間
の
交
流
を
図
り
相
互
理
解
を
深

め
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
は
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
皆
さ

ん
に
得
意
分
野
を
活
か
し
て
参
画
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
年
で
６
年
目
。
計
画
し
た
こ
と
の

ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
取
り
組
め
て
い
な

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
未
来
の
ま
ち
を

想
像
し
て
一
つ
ひ
と
つ
歩
ん
で
い
き
た

い
。

◎
ま
ち
づ
く
り
の

未
来
へ
の
展
望

▲岡地域を紹介したマップ（自治会
館前）

▲美しい花を咲かせるアジサイ園

▲東海道の田楽茶屋「ほっこり庵」
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　問合せ…栗東歴史民俗博物館 ☎554-2733    554-2755FAX

～朝鮮通信使の通行～

　

江
戸
時
代
に
は
、
将
軍
の
代
替
わ
り

な
ど
に
際
し
て
、
朝
鮮
国
か
ら
外
交
使

節
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ

る
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

通つ
う

信し
ん

使し

と
い
う
も
の
で
、
慶
長

12
年
（
１
６
０
７
）
か
ら
、
合
計
12
回

の
来
日
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
朝
鮮
通

信
使
の
経
路
は
、
釜プ

山サ
ン

か
ら
対つ

し
ま馬

に
至

り
、
そ
こ
か
ら
下
関
を
経
て
瀬
戸
内
海

の
航
路
を
と
り
、
大
阪
湾
か
ら
淀
川
を

さ
か
の
ぼ
り
、
淀
（
京
都
市
伏
見
区
）

か
ら
京
を
経
て
、
逢お

う

坂さ
か

峠と
う
げ

を
越
え
て
近

江
国
に
入
り
ま
す
。
近
江
国
で
は
大
津

代
官
の
小
野
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
本ほ

ん

長ち
ょ
う

寺じ

で
休
憩
も
し
く
は
宿
泊
し
て
、
瀬
田

橋
を
渡
り
、
草
津
か
ら
守
山
宿
に
向
か

い
ま
す
。
守
山
を
過
ぎ
て
野
洲
郡
行ゆ

き

合あ
い

村む
ら

（
野
洲
市
行ゆ

き

畑は
た

）
か
ら
は
、
中
山
道

で
は
な
く
、
朝
鮮
人
街
道
と
い
わ
れ
る

道
を
通
り
ま
し
た
。
朝
鮮
人
街
道
は
、

近
江
八
幡
、
安
土
な
ど
を
経
て
、
鳥と

り

居い

本も
と

（
彦
根
市
）
で
、
中
山
道
に
合
流
し

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
江
戸
時
代
の
栗
東
市
域
に
東

海
道
と
中
山
道
が
通
っ
て
い
た
こ
と

は
、
よ
く
ご
存
じ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
街
道
に
は
、
宿し

ゅ
く

が
置
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
宿
と
い
う
の
は
、
も
と
は

旅
人
が
宿
泊
す
る
集
落
の
意
味
で
す

が
、
主
要
街
道
で
旅
人
の
宿
泊
や
荷
物

運
搬
の
た
め
の
人
馬
を
置
い
た
所
で
、

宿
駅
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
に
東
海
道
に
は
53
、
中
山
道
に
は
67

の
宿
駅
が
あ
り
、
栗
東
市
域
の
近
辺
で

は
、
東
海
道
に
草
津
宿
、
石
部
宿
、
中

山
道
に
守
山
宿
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
宿
駅
で
の
人
馬
の
数
は
、

東
海
道
は
百
人
百
疋ひ

き

、
中
山
道
は
五
十

人
五
十
疋
、
そ
の
ほ
か
は
二
十
五
人

二
十
五
疋
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
人
馬
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
宿

駅
の
近
辺
の
村
々
が
石こ

く

高だ
か

（
米
の
量
に

換
算
し
た
生
産
高
）
に
応
じ
て
こ
れ
ら

を
提
供
す
る
助す

け

郷ご
う

と
い
う
制
度
が
あ

り
、
栗
東
市
域
の
多
く
の
村
は
、
草
津

宿
や
石
部
宿
、
守
山
宿
の
助
郷
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

助
郷
に
は
賃
銭
は
支
払
わ
れ
た
も
の

の
、
人に

ん

足そ
く

に
は
働
き
盛
り
の
男
性
が
充

て
ら
れ
た
こ
と
や
、
宿
駅
に
提
供
す
る

馬
を
飼
育
し
て
お
く
こ
と
な
ど
、
特
に

農
繁
期
に
は
農
民
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
で
、
人
馬
の
労
役
を
代
銀
で
納
め
る

場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮

通
信
使
の
来
日
に
際
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
村
々
に
国く

に

役や
く

金き
ん

（
幕
府
が
臨
時
に
賦ふ

課か

し
た
税
）
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
さ
ら
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

文
化
５
年
（
１
８
０
８
）
に
は
、
下

鈎
村
の
庄し

ょ
う

屋や

丈じ
ょ
う

助す
け

と
山や

ま

田だ

御み

倉く
ら

村む
ら

（
草

津
市
）
の
庄
屋
長ち

ょ
う

左ざ

衛え

門も
ん

が
草
津
宿
助

郷
41
カ
村
の
惣そ

う

代だ
い

と
し
て
、
朝
鮮
人
来

日
の
国
役
金
の
免
除
を
願
い
出
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
先
年
の
洪
水
で
助
郷
の

村
々
の
う
ち
数
カ
所
で
堤
防
が
決
壊
し

た
こ
と
、
ま
た
琵
琶
湖
辺
の
七
カ
村
で

も
近
年
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
田
地
が
冠

水
し
て
い
る
こ
と
、
文
化
元
年
に
は
水

難
で
免
除
さ
れ
た
部へ

田た

村む
ら

（
草
津
市
）

の
６
０
０
石
が
他
の
助
郷
村
に
割
り
当

て
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
、
明
和

２
年
（
１
７
６
５
）
の
朝
鮮
人
来
日
の

折
と
同
じ
よ
う
に
免
除
を
求
め
る
も
の

で
し
た
。

　

文
化
５
年
の
国
役
金
免
除
願
い
は
、

天
明
７
年
（
１
７
８
７
）
に
11
代
将
軍

に
就
い
た
徳
川
家い

え

斉な
り

の
祝
賀
の
た
め
の

朝
鮮
通
信
使
と
関
わ
り
ま
す
。
本
来

は
、
早
々
に
来
日
が
あ
る
は
ず
な
の
で

す
が
、
諸
事
情
か
ら
延
期
と
な
っ
て
い

た
の
で
す
。

　

下
鈎
村
の
庄
屋
丈
助
な
ど
の
願
い
出

が
受
理
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
際
の
朝
鮮
通
信
使

は
、
さ
ら
に
延
期
さ
れ
て
文
化
８
年

（
１
８
１
１
）
に
来
日
す
る
こ
と
に
な

り
、
し
か
も
、
江
戸
で
は
な
く
、
対
馬

に
留
め
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
結
果
と
し
て
下
鈎
村
な
ど
が
こ

の
際
の
国
役
金
を
負
担
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
３
月

５
日
㈯
か
ら
小
地
域
展
「
下
鈎
の
歴
史

と
文
化
」
を
開
催
し
ま
す
。

国役金の免除を願い出た文書（文化５年）
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フフオオトト

ニニユユーースス
このページは皆さんからの情報をお待ち

しています。地域の出来事や話題をお寄

せください。広報係が取材に伺います。

　政策秘書課広報係　☎551-0641
FAX554-1123

12月19日（さきら）
毎年、さまざまな工夫を凝らした催しが実施される、さきらの冬のイベント。恒例の「ダ
ンボールでおうちをつくろう！」では、参加者が昼間にダンボールを使って思い思い
の家をつくり、日没後にライトアップを行いました。今年は竹製のスタードームも登場
し、一緒にライトアップ。シンボル広場に並べられたキャンドルや周囲の夜景と相まっ
て、さきらとその一帯が美しいイルミネーションに包まれました。その他、アーティス
ティック大道芸、アトリウムコンサート、おはなしCafe、ランタンやかぶりものづく
りのワークショップなども行われ、訪れた人たちは楽しい冬の１日を過ごしました。

さきらウインターワンダーランド2010

12月９日（大宝小学校）
湖南広域消防局中消防署の救急救命士が６年生を対象に、出前授業を行いました。授
業のテーマは「病気の予防」。病気の原因にはどんなものがあるか、病気を予防するに
はどうすればいいかを子どもたちに分かりやすく教えました。冬に流行するインフル
エンザの予防で重要となるのが手洗い。子どもたちは、紫外線を当てると光る特殊な
ハンドクリームを使い、手洗いで汚れが落ちにくい場所を学びました。子どもたちか
らは「もっとしっかり手を洗おうと思った」「ちゃんと洗ったのに、まだ汚れが残って
いて驚いた」などの感想が聞かれました。

消防署の出前授業
病気の予防について学びました

▲ジャグリングのパフォーマンスにみんな注目

▲特殊なクリームで手の汚れを再現し、紫外線をあてて確認

▼

手
作
り
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
家
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

▲周囲の夜景と合わさった美しいイルミネーション
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フォト・ニュース

12月５日　障がい児（者）ボ
ウリング大会（栗東ボウリングジム）
障がいのある人や家族、関係
者ら約100人が参加し、腕前
を競い合いながら互いの親睦
を深めました。

12月18日　子育て体験教
室（コミュニティセンター治田東）
生活協同組合コープしがの組
合員活動グループ「ハッスルマ
マ」が、出産を控えた夫婦を
対象に、沐浴や衣服の着脱な
どの体験教室を開催しました。

12月18日　世界と出会
う玉手箱（中央公民館）
栗東国際交流協会とJICA大阪
共催の連続講座。第３回はい
ろいろな種類のアフリカンド
ラムの演奏を体験しました。

12月26日　ウインターホリデー
（コミュニティセンター治田東）
児童21人が参加。午前中は手
打ちうどんの体験、午後はみ
んなで楽器を演奏するなど、楽
しいひとときを過ごしました。

１月９日　成人式（さきら）
今年度の対象者は558人。記念
行事では、小中学校卒業アルバ
ムのスライドショーや恩師へのイ
ンタビュー、抽選会などを実施。

12月12日（市民体育館）
いつでも、どこでも、いつまでも楽しめるニュー
スポーツの一つ「スリータッチボール」。その普及
を目指して栗東市体育指導委員協議会が毎年開催
している大会が今年度も開かれました。スリータ
ッチボールは１チーム３人で、スポンジボールを
打ち合い、必ず１人１回ずつボールを打って３人
目の人が相手コートに返すゲーム。ルールはバレ
ーボールに似ています。コートはバドミントンの
コートを使い、ラケットはソフトテニスのラケッ
トに近いものです。今回は市内各地から 16チーム
が参加。楽しく汗を流して日ごろの練習の成果を
発揮しました。

第６回栗東市スリー
タッチボール大会

12月８日（コミュニティセンター治田）
自ら学んで日々の生活に役立てる生涯学習の場と
して、市が開催している「はつらつ教養大学」。各
コミュニティセンターで年間５回ずつ、高齢者を
対象にさまざまなテーマで講座を開いています。
この日のテーマは「冬の音楽会」。ボランティアで
演奏活動を行っているギターバンド「ハッピーズ」
が演奏を行いました。童謡や唱歌、懐かしい歌謡
曲などをみんなで歌い、楽しい時間を過ごしまし
た。

はつらつ教養大学

▲みんなが楽しめるスリータッチボール

12月８日　「人権文化事
業」講演会（さきら）
「生きる勇気をありがとう」
～ある日突然車いす～を演題
に車いすライターでタレントの
清水哲さんによる講演を実施。

▼

ギ
タ
ー
バ
ン
ド
の
演
奏
で
楽
し

く
歌
い
ま
し
た
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　このコーナーでは、皆さんからの投稿
を募集しています。
　①イラスト・絵手紙②詩③あなたが撮っ
た市内の風景（人物が写っている場合は、
本人の了承を得て投稿してください）④子
どもの何気ない一言など。
　投稿は、未発表のものに限ります。は
がき・ＦＡＸ・Ｅメールなどでお寄せく
ださい。ペンネームでも結構です。ただ
し、①③は掲載後、返却しますので、必
ず住所と本名を記載してください。
　また、地域でキラリと輝く人を紹介し
てください。広報係が取材に伺います。
【あて先】〒 520-3088（住所不要）
　栗東市役所政策秘書課広報係
　☎ 551-0641　 FAX 554-1123
　E-mail　kohokocho@city.ritto.lg.jp

思いやる豊かな心　認める広い心　育む人権教育　～人権の世紀　21世紀スローガンコンテスト 努力賞作品～

第 10回
栗東市ボランティア観光ガイドの

　栗東八景の一つ、「飛翔の羽音」で知られる栗東自然観察の森
は、安養寺山麓に開けた自然観察の施設です。都市近郊に残る自
然を活用し、自然とともに歩む心を育んでもらおうと、昭和63年
（1988）に開設されました。このような施設は、当園を含めて
全国に10カ所ありますが、街の中にあるのはここだけです。
　四季ごとに彩りの変わる草花や樹々、たくさんのトンボが飛び
交う池や湿地、リスや小鳥の見られる森などがあり、それらを観
察するための探勝路や観察小屋が随所に配置されています。
　春はセツブンソウ、カタクリ、湿地に咲くザゼンソウ。たくさ
んの種類のスミレやサクラが森を彩ります。そして濃紅色のコバ
ノミツバツツジと若緑のマツは里山の景観として見事なまでに美
しいです。
　夏は虫や動物たちの活躍の季節です。モリアオガエルの産卵、
イトトンボやカブトムシと森はにぎわいます。花もアジサイ、サ
サユリが咲き、盛夏には紫のサワギキョウが水辺を彩ります。
　秋も深まると樹木が一斉に色付き、透けるような黄色のコシア
ブラ、タカノツメ、オレンジ色のウルシの類、メグスリノキやイ
ロハモミジの紅色と森は燃え立ちます。どんぐりやクリの実が実
るのもこのころです。
　冬、待っていたように冬鳥（ルリビタキ、ジョウビタキ、アオ
ジ）がやってきて、冬枯れの森も鳥たちでにぎわいます。
　四季折々、朝夕ごとに表情を変える森。楽しみ方は自由です。
ネイチャーセンターの中では、たくさんの展示があなたを自然の
不思議な世界に誘います。誰もがいつでも身近に自然を楽しめる
栗東自然観察の森を、いつまでも大切にしていきたいですね。

栗東自然観察の森

（安養寺）

問合せ…経済観光振興課　☎ 551-0126　 FAX 551-0148

旗
は た

手
て

 和子 さん

　中国湖南省で前滋賀県知事の國松善次さん（出庭）が、中国人民対外友好協会の人民友
誼貢献賞を受賞されました。人民友誼貢献賞は2008年に中国人民対外友好協会が創設した
賞で、主に中国との国際的な民間活動において、多大な貢献をした団体、個人に贈られる
ものです。國松さんは、湖南省における植林事業や湖南省からの技術研修生の受入など、
滋賀県と湖南省との友好交流活動に長年にわたりご尽力されてきました。また、「湖南師範
大学」客員教授として、講義を毎年されています。
　その授賞式が本市の友好都市である湖南省衡

こう

陽
よう

市
し

で開催されるため、國松さんに野村市
長からの親書を託しました。
　帰国後の昨年12月９日、湖南省での受賞や交流について野村市長に報告をいただきまし
た。 （協働まちづくり課）

中国人民対外友好協会の“人民友
ゆ う

誼
ぎ

貢献賞”を受賞

▲市長に受賞を報告いただきました
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み～んなのひろば

友だちが　いてくれるから　だいじょうぶ　～平成21年度人権啓発標語 佳作作品～

　

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

４
年
ほ
ど
前
、
会
社
の
同
僚
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
に
誘
わ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
同
僚
は
、
車
い
す
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
人
で
し
た
。
以
前
か
ら
、
何
か
ス

ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
教
室
に
参
加

し
て
車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
教
室
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
チ

ー
ム
に
入
部
し
、
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
普
段
の
練
習
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

滋
賀
県
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
練
習
し
て
い
る
「
ト
ッ
プ

シ
ャ
ト
ル
滋
賀
」
と
い
う
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

週
１
回
練
習
し
て
い
る
他
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
の
体
育
館
で
週
２
回
、
湖
南
市
内
の
体
育
館
で
週
１
回
、
仕

事
が
終
わ
っ
て
か
ら
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

■
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
感
想
は
？

　

一
昨
年
に
韓
国
で
行
わ
れ
た
世
界
選
手
権
の
際
は
、
代
表
に
選

ば
れ
ず
残
念
な
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
代
表
に
選
ば
れ
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
大
会
が
近
づ
く
に
連
れ
て
だ
ん
だ
ん

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　

ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
は
ア
ジ
ア
大
会
の
閉
幕
後
、
同
じ
会
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
際
大
会
用
の
立
派
な
コ
ー
ト
は
見
た
だ
け

で
体
が
震
え
ま
し
た
。
コ
ー
ト
に
入
り
、
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ

た
と
き
に
は
、
緊
張
の
あ
ま
り
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
状
態
で
し
た
。
試
合
の
感
覚
が
戻
っ
た
の
は
２
セ
ッ
ト
目
く
ら

い
で
す
。普
段
の
練
習
で
で
き
て
い
る
こ
と
が
本
番
で
は
で
き
ず
、

悔
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
試
合
後
の
控
え
室
で
は
他
の
国
の
代

表
選
手
と
話
す
こ
と
が
で
き
、い
い
交
流
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
目
標
は
？

　

日
本
選
手
権
で
金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
毎
年
出

場
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
ま
で
は
最
高
で
も
２
位
で
し
た
。
優

勝
を
目
指
し
て
今
後
も
練
習
に
励
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
〝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
は
シ
ャ
ト
ル
を
打
っ
た
と
き
の
音
と
、

ど
こ
を
目
が
け
て
打
つ
か
相
手
と
駆
け
引
き
を
す
る
こ
と
だ
と
語

る
江
上
選
手
。
今
後
の
活
躍
に
注
目
で
す
〞

栗東人栗東人

問合せ…草津警察署 刑事第二課
　　　　☎ 563-0110　 FAX 563-0116

サイバー犯罪の被害防止！
　　私たちの生活を豊かに、便利にし
てくれるインターネットですが、いわ
ゆる「サイバー犯罪」による被害が後
を絶ちません。被害に遭わないよう以
下の点に注意しましょう。  
◆ワンクリック詐欺、架空請求◆ 
　・慌てて支払わない 
　・身に覚えのない料金請求は無視する 
　・請求元、送信元に問合せない 
◆フィッシング◆ 
　・安易に個人情報を知らせない 
　・クレジットカード番号、ID などを
安易に入力しない 

◆ネットオークション◆ 
　・安全性の高い確実な取引方法を選択する 
　・オークション外での直接取引には
応じない 

　・取引に関する記録は確実に残す（振
込口座、振込明細、取引画面、メ
ールなど） 

　　草津警察署安全伝言板

江
え

上
が み

陽子さん
（49歳・綣）
　昨年12月に中国で開か
れた、広州2010アジアパ
ラ競技大会のバドミント
ン車いすの部に日本代表
選手として出場。

～健康で安全に暮らせるまち～～健康で安全に暮らせるまち～

問合せ…生活環境課 環境政策係
　　　　☎ 551-0336　 FAX 552-7000

◆地球環境保全への貢献◆
『健康 (安全なまちづくり )』

　隣り合う地域や河川から琵琶湖へと
つながる流域を意識しながら、空気や
水をきれいに保つための取り組みをす
すめましょう。
①「ノーカーデー」運動に積極的に参
加しましょう。

②アイドリングストップなど、エコド
ライブを心掛けましょう。

③近い場所へは徒歩や自転車で行きま
しょう。

④電車・バスなどの公共交通機関を利
用しましょう。

⑤たばこや空き缶などのポイ捨てはや
めましょう。

⑥散歩時のペットの糞は持ち帰り処分
しましょう。

⑦生活排水で川を汚さないようにしま
しょう。

⑧川などの水辺の美化に取り組みましょう。
出展：栗東市環境基本計画行動計画の
「具体的な 80の取り組み」より
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■
発
行
/栗
東
市
役
所
 

■
編
集
/ 総
務
部
政
策
秘
書
課

〒
520-3088　

滋
賀
県
栗
東
市
安
養
寺
一
丁
目
13
番
33
号

☎
077-553-1234（

代
表
）　

FAX  077-554-1123（
代
表
）

広がれ！広がれ！
仲間の　の　

　このページは、市内のボランティアや
市民活動グループ・生涯学習グループの
活動内容を紹介するコーナーです。
問合せ…コミュニティセンター大宝東

☎551-2337
FAX  551-2338

市
で
は
、
携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
2
.c
ity
.ritto

.
sh
ig
a
.jp
/m
o
b
ile
/

上
の
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
可
。

わ
奥
が
深
い書道
の
世
界

〜
書
道
・
ペ
ン
字
同
好
会
〜

　

今
月
は
毛
筆
と
硬
筆
の
両
方
を
楽
し

む
グ
ル
ー
プ
「
書
道
・
ペ
ン
字
同
好
会
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

元
々
、
コ
ミ
セ
ン
大
宝
西
で
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、
ス

ペ
ー
ス
が
手
狭
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

コ
ミ
セ
ン
大
宝
東
の
開
館
を
き
っ
か
け

に
、
コ
ミ
セ
ン
大
宝
東
に
近
い
メ
ン

バ
ー
が
こ
ち
ら
に
移
り
、
平
成
18
年
か

ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
講
師
と
メ
ン

バ
ー
、
み
ん
な
で
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
「
慶
弔
袋
を
き
れ
い
に
書
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
な
ど
、
入
会
の
動
機
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と

ん
ど
は
書
道
の
初
心
者
で
す
。
墨
は
奥

深
い
も
の
で
、
思
い
通
り
の
色
や
か
す

れ
具
合
を
出
す
の
は
と
て
も
難
し
い
で

す
。
で
も
、
そ
こ
が
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
同
士
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
書
道
の
世
界
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

新
規
の
入
会
は
大
歓
迎
で
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
一
度
、
教
室
を
見
学

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
３
回
、
木
曜
日
の
13
時
30
分
か

ら
16
時
30
分
に
コ
ミ
セ
ン
大
宝
東
で
教

室
を
開
い
て
い
ま
す
。
各
回
と
も
毛
筆

と
ペ
ン
字
の
両
方
を
書
い
て
い
て
、
そ

の
配
分
は
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
ペ
ー
ス
で
決
め
て
い
ま
す
。
自
宅
で

作
品
を
書
き
、
教
室
で
講
師
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
上
達
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
作
品
は
㈳
滋
賀
県
書
道
協
会

の
競
書
雑
誌
「
書し

ょ

朋ほ
う

」
に
毎
月
出
品
す

る
他
、
栗
東
市
美
術
展
、
毎
日
書
道
展
、

滋
賀
県
書
展
、
滋
賀
県
硬
筆
作
品
展

覧
会
な
ど
に
も
出
品
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ミ
セ
ン
大
宝
西
や
コ
ミ
セ
ン
治

田
東
で
活
動
し
て
い
る
書
道
教
室
と
合

同
で
、
毎
年
展
覧
会
の
見
学
に
も
行
っ

て
い
ま
す
。
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人口（１月1日現在）　人口64,801人　男32,500人　女32,301人　前月より7人減　世帯数23,948世帯

  
現
在
の
活
動
内
容

この広報紙は古紙配合の再生紙とベジタブルインクを使用しています。

広報「りっとう」の今年度広告募集は終了しました。平成23年度有料広告の申込みは２月１日から受け付けます。お申込み・お問合せは
政策秘書課　広報係　☎551-0641　　554-1123へ　※掲載している広告の内容などのお問合せは、直接広告主へお願いします。広告欄 FAX

  

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

  

ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ ▲切磋琢磨しながら書道を楽しん

でいます

 

▼

さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ

の
紙
で
作
品
作
り

▲ペン字も学んでいます


